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はじめに 

このたびは、Uninterruptible Power Supply 無停電電源装置ＵＰＳＳ－Ｘ３（以下ＵＰＳという）およびバッテリボックスをお買い

あげいただき、まことにありがとうございます。 

この取扱説明書には、お客様とサービス員※の安全を守るため、バッテリボックスの操作および取り扱い、保守時に守らなければな

らない重要事項が記載されています。バッテリボックスを正しく安全にご使用いただくため、ご使用の前には必ずこの取扱説明書

をお読みください。お読みになった後は、いつでもご覧になれる場所にＵＰＳの取扱説明書といっしょに保管してください。 

 

このＵＰＳは、温度管理された、導電性の汚染物のない環境に設置してください。 
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電気設備施工に関する専門知識を有するサービス技術員、または当社および当社から委託された本製品の知識を

有するサービス技術員を指します。当該サービス員以外は施工・保守作業を実施しないでください。 

※サービス員について 
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バッテリボックスとＵＰＳを安全に設置し、正しくご使用いただくため、取扱説明書の手順どおりに作業してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１．はじめに・・    ご使用の前にお読みください。 

安全上の注意を確認する           ⇒ ３～６ページ 

使用上の注意を確認する           ⇒ ７ ページ 

包装内容を確認する             ⇒ ７～８ ページ 

運転する            ⇒ ＵＰＳ取扱説明書 

ＵＰＳとバッテリボックスの組み合わせを確認する ⇒ 2 ページ 

既設のＵＰＳシステム※１のバッテリボックスを変更する場合バッテリボックスとＵＰＳを同時に新設する場合 

※１．ＵＰＳとバッテリボックスを組み合わせた装置全体のことをＵＰＳシステムと呼びます。 

※２．ＵＰＳの取扱説明書は、ＵＰＳに添付されています。ＵＰＳの設置、操作についての詳細は、UPSS-X3 取扱説明書をご覧ください。 

ＬＣＤパネルのメニュー、操作については、LCD パネル操作説明書に記載されています。下記のＵＲＬにアクセスし、UPSS-X3 のページ

からダウンロードしてご覧ください。 

https://www.ups-sol.com/support/catalog_manual_list/  
 

 

ご注意 

⇒ 30 ページ 

・初期設定をする 

・バッテリを充電する 

・停電動作テストをする 

⇒ ＵＰＳ取扱説明書 

⇒ 31 ページ 

・バッテリ情報をリセットする ⇒ 32 ページ

・バックアップ時間を設定する ⇒ 33 ページ

・バッテリ種別を設定する  ⇒ 34 ページ

・バッテリを充電する 

・停電動作テストをする 
⇒ ＵＰＳ取扱説明書

設置日ラベルを貼る             ⇒ 29 ページ 

ＵＰＳとバッテリボックスをラックに 

搭載する  ⇒ 11 ページ 

バッテリパックを搭載する 

  ⇒ 17～20  ページ 

ＵＰＳとバッテリボックス間を接続する 

 ⇒ 12～13 ページ 

ラックに搭載する場合 

（単機タイプ） 

ＵＰＳとバッテリボックスを縦に 

設置する ⇒ 21～23 ページ 

ＵＰＳとバッテリボックス間を接続する

 ⇒ 24～25 ページ 

バッテリパックを搭載する 

  ⇒ 26～28 ページ 

縦置きにする場合 

（単機タイプ） 

ＵＰＳとバッテリボックスをラックに 

搭載する  ⇒ 11 ページ 

ＵＰＳとバッテリボックス間を接続する

 ⇒ 14～16 ページ 

バッテリパックを搭載する 

  ⇒ 17～20 ページ 

ラックに搭載する場合 

（集電ユニットがあるタイプ） 
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1.1  型番とバックアップ時間を確認する 
 

このバッテリボックスは UPSS-X3 シリーズ専用です。 

バックアップ時間により接続するバッテリボックスの型番、搭載するバッテリパックの数、接続ケーブルが異なります。 

下表でＵＰＳの型番とバックアップ時間を確認し、指定された組み合わせで接続してください。接続方法の詳細は各項目をご覧く

ださい。 

ＵＰＳの型番は、ＵＰＳの定格銘板  MODEL  をご覧になり確認してください。 

 

 

設置 

状態 

ＵＰＳ バックアップ 

時間 ※１ 

（分） 

増設バッテリ 参照ページ 

型番 

（MODEL） 

UPS ユニット 

台数 

バッテリボックス バッテリ 

パック数※2,3

ケーブルセット

型番※3 

ケーブル

配線図 

バッテリパック

搭載位置図型番 台数 

単
機
タ
イ
プ  

縦
置
き 

UPSS-50X3 1 

15 BCA11N006AU0A 1 2 CAA11NBATTU10 25 27 

25 BCA11N006AU0A 1 4 CAA11NBATTU10 25 27 

35 
BCA11N006AU0A 1 4 

CAA11NBATTU11 25 27 
BCA11N006AU0C 1 2 

45 
BCA11N006AU0A 1 4 

CAA11NBATTU11 25 27 
BCA11N006AU0C 1 4 

UPSS-100X3 2 

15 BCA11N006AU0B 1 4 CAA11NBATTU14 25 28 

25 BCA11N006AU0A 2 8 CAA11NBATTU15 25 28 

35 
BCA11N006AU0A 2 8 

CAA11NBATTU16 25 28 
BCA11N006AU0C 2 4 

単
機
タ
イ
プ  

ラック

搭
載 

UPSS-50X3 1 

15 BCA11N006AU0A 1 2 CAA11NBATTU12 13 18 

25 BCA11N006AU0A 1 4 CAA11NBATTU12 13 18 

35 
BCA11N006AU0A 1 4 

CAA11NBATTU13 13 18 
BCA11N006AU0C 1 2 

45 
BCA11N006AU0A 1 4 

CAA11NBATTU13 13 18 
BCA11N006AU0C 1 4 

UPSS-100X 2 

15 BCA11N006AU0B 1 4 CAA11NBATTU14 13 19 

25 BCA11N006AU0A 2 8 CAA11NBATTU15 13 19 

35 
BCA11N006AU0A 2 8 

CAA11NBATTU16 13 19 
BCA11N006AU0C 2 4 

 

集
電
ユニット

が
あ
る
タ
イ
プ  

ラック

搭
載 

UPSS-50X3 1 

15 BCA11N006AU0A 1 2 CAA11NBATTU01 15 18 

25 BCA11N006AU0A 1 4 CAA11NBATTU01 15 18 

35 
BCA11N006AU0A 1 4 

CAA11NBATTU02 15 18 
BCA11N006AU0C 1 2 

45 
BCA11N006AU0A 1 4 

CAA11NBATTU02 15 18 
BCA11N006AU0C 1 4 

UPSS-100X3 2 

15 BCA11N006AU0B 1 4 CAA11NBATTU03 15 19 

25 BCA11N006AU0A 2 8 CAA11NBATTU04 15 19 

35 
BCA11N006AU0A 2 8 

CAA11NBATTU05 15 19 
BCA11N006AU0C 2 4 

UPSS-150X3 3 15 BCA11N006AU0B 2 6 CAA11NBATTU06 16 20 

UPSS-200X3 4 15 BCA11N006AU0B 2 8 CAA11NBATTU08 16 20 

※１  バックアップ時間は、バッテリボックスとＵＰＳに搭載されているバッテリ容量を合計した場合の時間です。 

※２  バッテリパックの数量は、バッテリボックスに搭載される数量です。ＵＰＳに搭載されているバッテリパック数は含みません。 

ＵＰＳユニット１台には２個のバッテリパックが搭載されます。バッテリパックの型番、使用数量は、「6．仕様」の  交換用バッテリパック  を

ご覧ください。 

※3  バッテリボックスにはバッテリパックは含まれていません。バッテリパック、ケーブルセットは別途手配が必要です。 
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1.2  安全上のご注意 
 

取扱説明書には、サービス員とお客様の安全を守るための重要な内容が記載されています。据え付け、運転、保守・点検の前に必ず

この取扱説明書をよく読み、機器の取り扱い、安全の情報そして注意事項について確認してからご使用ください。 

この取扱説明書では、安全注意事項のランクを「警告」「注意」として区分してあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取扱説明書中の図記号の例を次に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．使用に関する注意 

  警 告
 

 

 ＵＰＳおよびバッテリボックスは電源のバックアップ用以外には使用しないでください。指定以外の用途で使用すると、

故障、感電、火災のおそれがあります。 

 次のような人の安全に関与する負荷機器※、または公共の機能維持に重大な影響をおよぼす負荷機器に使用する場合は、

システムの多重化、非常用発電設備の設置など、運用、維持、管理について特別な配慮が必要となりますので、購入先

または当社にご相談ください。 

◆ 人命に直接関わる医療機器などへの使用 

◆ 人身の損傷に至る可能性のある電車、エレベータなどへの使用 

◆ 社会的、公共的に重要なコンピュータシステムなどへの使用 

◆ これらに準ずる装置への使用 

 消防法や建築基準法で定められている消防設備や防災設備用の電源として使用しないでください。 

 ＵＰＳおよびバッテリボックスから異臭、異音がしたとき、また故障したときは、そのまま使用しないでください。そ

のまま使用すると、火災のおそれがあります。すぐに停止し、購入先へ連絡してください。 

 ＵＰＳおよびバッテリボックスの仕様と異なる電圧、使用環境で使用しないでください。電圧、使用環境が異なると、

発煙、発火のおそれがあります。 

 

 ＵＰＳおよびバッテリボックスの改造、分解、修理はしないでください。ＵＰＳおよびバッテリボックスの内部は高電

圧箇所などがあり、改造、部品交換などの作業をすると感電など事故の原因となります。これらの場合は保証の対象外

となります。 

※ 負荷機器・・・コンピュータなどＵＰＳへ接続する装置 

  

！ 

 

 

 

 

誤った取り扱いをすると、人が 

死亡または重傷を負う可能性の 

あること。 を示します。 

！ 警 告 
 

 

 

 

誤った取り扱いをすると、人が障害を

負う可能性、または物的損害が発生す

る可能性があること。を示します。 

！ 注 意 なお、 △!  注 意  に記載された 

事項でも、状況によっては重大な結果に

結びつくことがあります。 

いずれも重要な内容を記載しています

ので、必ず守ってください。 

図記号 記号の意味 

 

「してはいけないこと」禁止 を示します。 

：分解してはいけないことを示します。             ：濡れた手で触ってはいけないことを示します。

 

「必ずしなければならないこと」指示 を示します。 

：必ず守らなければいけない指示を示します。  ：必ず接地しなければいけないことを示します。

 

注意（警告を含む）を示します。 

：一般的に注意することを示します。           ：感電する可能性がある注意を示します。 

：火災、発煙の可能性がある注意を示します。 
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2．移動、輸送および移設時の注意 

  注 意
 

 

 移動、輸送および移設時に転倒、落下させないでください。けがのおそれがあります。 

 取り扱いの際には、腰痛防止に心掛けてください。 

  ＵＰＳおよびバッテリボックスを移動する場合は、10度以上傾けないでください。10度以上傾けると転倒し、けがのお

それがあります。やむをえず、10度以上傾けて移動するときは、転倒防止対策をしてください。 

 移動、輸送の際に、ＵＰＳおよびバッテリボックスを不安定な場所に置かないでください。転倒、落下によりけがのお

それがあります。 
 

3．据え付け上の注意 

  注 意
 

 

 設置工事は専門業者が行ってください。また、取扱説明書の指示どおりに設置工事をしてください。設置工事に不備が

あると、感電、けが、火災のおそれがあります。 

 

 使用環境は下表のとおりです。指定の環境条件から外れる高温、低温、多湿となる場所に設置、保管しないでください。

故障、損傷、劣化などによって、火災などの原因になることがあります。 

 温度 湿度（結露しないこと） 

動作 0 ～ +40 ℃ 10 ～ 90% 
輸送・保管 -15 ～ +50 ℃ 10 ～ 90% 

 次のような環境で使用、保管しないでください。 

◆ 直射日光があたる場所、周囲温度が+40℃を超える場所 ◆ 高い場所、不安定な場所 

◆ 通気性の悪い場所、閉切った場所、通気が妨げられる場所、 

指定された通気スペースが取れない場所。 

◆ 床の強度が不十分な場所 

◆ 屋外 
◆ 濡れたり、結露したりする場所、高湿度の場所 ◆ 火花が発生する機器の近傍 

◆ ストーブなどの熱源から熱を直接受ける場所 ◆ 標高2000mを超える場所 

◆ 粉塵、腐食性ガス、塩分、可燃性ガスがある場所 ◆ 振動、衝撃の加わる場所 

◆ 船舶、飛行機、移動用車両の中など、その他特殊な環境 ◆ 換気機能のないラック 

  
 

 
 床がぬれた状態や、手や身体がぬれた状態で作業しないでください。感電のおそれがあります。 

 

 ＵＰＳおよびバッテリボックスは、壁などから正面、背面に指定された間隔をとって設置してください。ラックに搭載

する場合は、換気ができるラックへ搭載し、ＵＰＳ、ラックの吸排気口、およびバッテリボックスの換気口はふさがな

いでください。換気口、吸排気口をふさぐと内部温度が上昇し、バッテリなどの劣化により火災の原因になることがあ

ります。 

 保守時に、正面に1m以上、背面に50cm以上のメンテナンススペースがとれるよう

にしてください。 

 ＵＰＳおよびバッテリボックス周辺の換気をしてください。換気量（目安）は右表

のとおりです。換気量が確保されないと、充電時バッテリから発生するガスにより

容器の破裂または爆発の原因になることがあります。 

 

 

 据え付けは、ＵＰＳおよびバッテリボックスの質量に耐える場所に取扱説明書のとおりに行ってください。据え付けに

不備があると、ＵＰＳおよびバッテリボックスの転倒、落下などによりけがのおそれがあります。また、取り扱いには、

腰痛防止に心掛けてください。 

 梱包のポリ袋やフィルム類、添付品のねじ類は幼児、子供の手の届かない場所に移してください。幼児、子供がフィル

ム類をかぶったり、ねじなどをのみ込んだりすると、呼吸を妨げる危険性があります。 
 

4．配線上の注意 

  注 意
 

 

 

 サービス員以外は配線作業をしないでください。配線工事に不備があると、感電、火災の原因になることがあります。

 

 アースケーブルは取扱説明書に指定された方法で、確実に取り付けてください。取り付けない場合は感電のおそれがあ

ります。 

  

 ！

 ！

 ！

！ 

！ 

！ 

バッテリおよび装置の寿命に影響がありますの

で、+30℃を超える環境で長期間使用、保管を

しないでください。 

UPSS-

換気量 [m３/h] 
バックアップ時間 

15 分 25 分 35 分 45 分

50X3 11 11 11 11
100X3 22 22 22 －

150X3 32 － － －

200X3 43 － － －
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5．使用上の注意 

  禁 止

 

 ＵＰＳおよびバッテリボックスは、工業環境下で、専門知識のある適格者による、据付・使用および保守が必要です。

それ以外の環境、例えば、専門知識のある適格者がいない家庭環境などでは使用しないでください。 

 ＵＰＳおよびバッテリボックスの上に腰掛ける、乗る、踏み台にする、寄りかかる、ということはしないでください。

転倒などで、けがのおそれがあります。 

 ＵＰＳおよびバッテリボックスの上に物を置かないでください。破損により、けが、火災のおそれがあります。 

 発熱物をＵＰＳおよびバッテリボックスの近くや、接した状態で設置しないでください。爆発、破損により、けが、火

災のおそれがあります。 

 使用しないコネクタのカバーは取り外さないでください。感電、および事故のおそれがあります。 

 

 ＵＰＳおよびバッテリボックスの周辺で喫煙、火気の使用はしないでください。爆発、破損により、けが、火災のおそ

れがあります。 

 

 ＵＰＳおよびバッテリボックスの上に花瓶など水の入った容器を置かないでください。 

花瓶などが転倒した場合、こぼれた水での感電、装置内部からの火災の原因になることがあります。 

 
 濡れた手でコネクタ部を操作しないでください。感電のおそれがあります。 

 

  注 意
 

 

 ＵＰＳおよびバッテリボックスを操作する前に負荷側の安全を確認し、取扱説明書にしたがって操作をしてください。

不用意な給電は、感電、事故のおそれがあります。 

 

 雷が鳴り出したら、ケーブル類も含めてＵＰＳおよびバッテリボックスに触れないでください。落雷の際に感電するお

それがあります。 

 

6．保守･点検上の注意 

  注 意
 

 
 サービス員以外は、内部の点検、修理をしないでください。感電、けが、やけど、発煙、発火などのおそれがあります。

 

 ＵＰＳおよびバッテリボックスの修理または故障部品の交換は、購入先へ依頼してください。カバーを開けると感電、

やけどのおそれがあります。 

 バッテリは定期的に交換してください。交換時期を過ぎたバッテリは火災の原因になることがあります。 

 

 バッテリの清掃には、ガソリン、シンナー、ベンジンなどの有機溶剤や中性洗剤などの洗剤を使用しないでください。

これらを付着させると電槽にひびや割れを起こし漏液して、漏電や火災の原因になることがあります。 

 ＵＰＳおよびバッテリボックスのバッテリコネクタに金属棒や指などを差し込まないでください。感電、やけどのおそ

れがあります。 

 交流入力電源を切っても内部部品に手を触れないでください。バッテリ電圧が印加されている部品があり、感電のおそ

れがあります。 

 

  

 ！

！ 

！ 
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7．その他の注意事項 

  注 意
 

 このＵＰＳは輸出貿易管理令別表第一の１６の項に掲げる貨物に該当します。これらの該当製品をお客様が輸出する場合、他の貨

物に組み込んで輸出する場合、または他の貨物とともに輸出する場合、キャッチオール規制における「インフォーム要件」「客観要

件」の検討を含め、監督官庁に対し安全保障貿易に関する手続きを実施いただくことを推奨します。 

 

8．バッテリに関する注意 

  注 意
 

 

 使用期限の過ぎたバッテリは使用しないでください。発煙､発火の原因になることがあります。また、停電時に使用でき

ず、負荷機器を停止させる可能性があります。 

 サービス員以外はバッテリの保守点検を行わないでください。専門知識のない方はバッテリに触れないようにしてくだ

さい。バッテリのプラス端子(+)とマイナス端子(-)を同時に触れると感電のおそれがあります。 

 

 バッテリを交換する際は、このバッテリボックスに使用されているバッテリと同型のものを使用してください。不適切

なタイプのバッテリに交換すると爆発の危険があります。 

 ＵＰＳおよびバッテリボックスのバッテリは、鉛蓄電池です。鉛蓄電池はリサイクル可能な貴重な資源ですので、使用

済みバッテリの廃棄に際しては、鉛蓄電池のリサイクルにご協力ください。 

 バッテリは感電の危険がある高短絡電流を発生することがあります。バッテリを保守・点検するときは、つぎの予防を

してください。 

◆ 時計、腕輪などの金属物を外すこと。 

◆ 絶縁された工具を使用すること。 

◆ ゴム製の手袋、および安全靴を着用すること。 

◆ 工具または金属部品をバッテリの上に置かないこと。 

◆ バッテリ端子を接続または取り外す前に、充電用電源を切ること。 

◆ バッテリは接地しないこと。設置時および保守時は、バッテリ端子が接地されていないか確認すること。 

接地されている部分に触れると感電する危険があるため、接地されている場合は取り外すこと。 

 

 

 バッテリを開いたり切断したりしないでください。内部には電解液の希硫酸が含まれています。希硫酸は劇毒物で皮膚

や目に非常に有害です。バッテリが漏液した場合は皮膚や衣服に付着させないでください。希硫酸が目に入ると失明､皮

膚に付くと火傷のおそれがあります。また、導電性、腐食性があります。つぎの注意事項を守ってください。 

◆ 眼は完全に保護し、保護衣類を着用すること。 

◆ 希硫酸が皮膚に付着した場合は、直ちに水で洗い流すこと。 

◆ 希硫酸が眼に付着した場合は、直ちに水で洗い流し、医師の治療を受けてください。 

◆ 漏液した希硫酸は酸中和剤（約500gの重炭酸ソーダを約４ﾘｯﾄﾙの水に溶かした溶液）で洗い流してください。その

後、溶液を水で洗い流し乾燥させてください。 

 バッテリは水素ガスを発生するため、火災が発生する危険があります。つぎの注意事項を守ってください。 

◆ バッテリ周辺で喫煙しないこと。 

◆ バッテリ周辺で火またはスパークを発生させないこと。 

◆ 保守・点検の前に静電気を取り除くこと。 

 バッテリを火の中に捨てないでください。バッテリが爆発する可能性があります。 

 

 バッテリの発火時には、消火のために水を使用せず、粉末（ABC）消火器を用いてください。水を使用すると、火災を

拡大させる原因になることがあります。消火作業の際には有害なガスを吸い込まないように呼吸用保護具を着用し、風

上から消火作業を行ってください。 

 バッテリを漏液、発熱、爆発させる原因になることがあります。つぎの注意事項を守ってください。 

◆ バッテリに直接はんだ付けしないこと。 

◆ バッテリのプラス端子(+)とマイナス端子(-)を逆にして充電しないこと。 

◆ バッテリの種類・メーカ名・新旧異なるものを混ぜて使用しないこと。 

◆ バッテリの外装チューブをはがしたり､傷をつけないこと。 

◆ バッテリに強い衝撃を与えたり、投げつけないこと。 

◆ バッテリの清掃には、ガソリン、シンナー、ベンジンなどの有機溶剤や中性洗剤などの洗剤を使用しないこと。 

◆ 使用済みバッテリでも電気エネルギーが残っているので、スパークやショートをさせないこと。 

 

  

 ！

 ！

！ 

！ 
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1.3  使用上のご注意 

(1) サービス員による設置・配線作業が完了した状態でＵＰＳおよびバッテリボックスを使用してください。 

(2) 電源環境について 

長時間停電が頻繁（週１回以上）に発生する環境で使用すると、バッテリが十分に充電されなかったり、バッテリの劣化が早

まるためバッテリ寿命が著しく短くなることがあります。 

(3) 長期間ＵＰＳおよびバッテリボックスを使用せず保管する場合は、バッテリの補

充電が必要です。補充電を行わないまま放置するとバッテリの寿命が著しく短く

なることがあります。右表をご覧になり、保管環境に応じて「4．運転前の準備」

で指定された時間、ＵＰＳを運転して補充電を実施してください。充電方法の詳

細は、ＵＰＳの取扱説明書をご覧ください。 

(4) ラックへの搭載にはＬ型レール（サポートレール）が必要です。詳細はご使用のラックメーカ、ＵＰＳおよびバッテリボック

スの購入先または当社へお問い合わせください。 

(5) バッテリボックスを廃棄するときは産業廃棄物として適切に廃棄処理してください。 

なお、バッテリボックスに搭載されている鉛蓄電池はリサイクル可能な貴重な資源ですので、使用済みバッテリの廃棄に際し

ては、鉛蓄電池のリサイクルにご協力ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.4  包装内容の確認 
 

包装を開きましたら、包装内容をご確認ください。 

バッテリボックス、バッテリパック、ケーブルセットの型番および数量は、バックアップ時間により異なります。 

「1.1 型番とバックアップ時間を確認する」をご覧になり、ご使用のＵＰＳの型番とバックアップ時間を確認し、下表で包装内容

を確認してください。万が一異常がありましたら、購入先または当社までご連絡ください。 

バッテリボックス、添付品などはすべてそろっていますか？ 外観に損傷、異常はありませんか？ 

□ チェック印で確認してください。 

 

 

物品 数量 確認 物品 数量 確認 物品 数量 確認

バッテリボックス 

 

1 □ ケーブルカバー 

1 個 

1式 □ ラック取付金具 

 

1式 □

転倒防止金具※
 

2 個 

 

1 式 □ 正面用連結金具※ 

2 個 

1 式 □ 背面用連結金具※ 

2 個 

1式 □

 

  

保管温度環境 補充電 

25℃ 6か月／1回

30℃ 4か月／1回

40℃ 2か月／1回

ＵＰＳを正しくご使用いただくためのご注意は、ＵＰＳの取扱説明書に記載されています。 

バッテリボックスをご使用の際は、ＵＰＳの取扱説明書も合わせてお読みください。 

図はイメージです。実際のものとは異なります。

✓ 

※ ラック搭載時は使用しません。 

ケーブルカバー固定用ねじ 

 M3×6  2 個 

ラック取付金具用ねじ

M4×6（黒色）  4 個

左用 1 個 右用 1 個

左右 

識別穴

転倒防止金具取付用 

ねじ M4×8（銀）4 個 連結金具取付用ねじ 

M4×8（銀）2 個 
連結金具取付用ねじ 

M4×8（銀）2 個 

バッテリボックス 
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物品 数量 確認 物品 数量 確認 物品 数量 確認

バッテリパック 

 

 

 

 

 

 

 

1 式 □ 設置日／バッテリ交換日ラベル 1式 □ 取扱説明書 1式 □

 

必要な数量は、「1.1 型番とバックアップ時間を確認する」で確認してください。 

 

 

 

物品 数量 確認 物品 数量 確認 物品 数量 確認

バッテリケーブル 

 

 

 

 

 

下表 

参照 □ アースケーブル 下表

参照
□ バッテリボックス取扱説明書 

（本書） 1 □

初期設定説明書 1 □

 

ケーブルセットの包装箱に記載されているケーブルセットの型番を確認し、下表でそれぞれのケーブルの長さと本数を確認してくだ

さい。 

ケーブルセット内容一覧表 

ケーブルセット型番 

バッテリケーブル本数 アースケーブル本数 

ケーブル長さ（mm） ケーブル長さ（mm） 

210 340 480 610 770 100 210 

CAA11NBATTU01 - 1 - - - - 1 

CAA11NBATTU02 1 - 1 - - 1 1 

CAA11NBATTU03 - - 2 - - - 1 

CAA11NBATTU04 - - 2 - - 1 1 

CAA11NBATTU05 2 - - - 2 3 1 

CAA11NBATTU06 - - - 3 - 1 1 

CAA11NBATTU08 - - - 2 2 1 1 

CAA11NBATTU10 - 1 - - - 1 - 

CAA11NBATTU11 1 1 - - - 2 - 

CAA11NBATTU12 - - 1 - - - 1 

CAA11NBATTU13 1 - - 1 - 1 1 

CAA11NBATTU14 - - 1 1 - - 1 

CAA11NBATTU15 - - - 2 - 1 1 

CAA11NBATTU16 2 - - 1 1 3 1 

 

 

 

 

 

 

 

ＵＰＳおよびバッテリボックスを第三者に譲渡または売却する場合は、添付されているすべてのものを譲渡または売却してく

ださい。 

ＵＰＳおよびバッテリボックスの譲渡または売却時のご注意 

年 月 日

バッテリパック 

ケーブルセット 
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番号 名  称 本体の表示 機   能 

① 増設バッテリコネクタ EXT.BATT A ＵＰＳとバッテリボックス接続用 

② 増設バッテリコネクタ EXT.BATT B ＵＰＳとバッテリボックス接続用 

③ 増設バッテリコネクタ EXT.BATT C バッテリボックス間の接続用 

④ アース接続端子 G1 ,  G2  アースケーブル接続用 

⑤ 換気口 － バッテリボックス内の換気 

     ※ カバーの内側にコネクタはありません。カバーを外さないでください。 

 

 

バッテリボックスの質量と奥行きは下表のとおりです。 

型  番 質量 [約 kg] 奥行き  [㎜] 

バッテリボックス 

BCA11N006AU0A 

14 
780 

(ケーブルカバー80㎜を含む) 

BCA11N006AU0B 

BCA11N006AU0C 

バッテリボックスに 

バッテリパックを 

搭載したときの合計質量 

バッテリパック 2個 搭載 49 

バッテリパック 4個 搭載 84 

 

PN

G2

G1

N P

G2

G1

PN

G2

G1

PN

435

480

5
0

(3
6.

4
)

57
.2

(2
3
)

2．外形寸法および各部の名称 

正面パネル 

バッテリボックス A 
BCA11N006AU0A 

正  面 

バッテリボックス B 
BCA11N006AU0B 

バッテリボックス C 
BCA11N006AU0C 

取扱説明書の説明図はイメージです。実際のものとは異なる場合があります。 

③(カバーの内側) 

① 

① 

④ 

④ 

④ 

※②

① 

②

※②

③※ 

③※ 

背  面 

背  面 

背  面 

⑤ 

⑤ 

⑤ 
単位：mm

(JIS)
(EIA)

EIA規格固定穴

10

7
6

JIS規格固定穴

10
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注 意 

！ 

 

 

 

 サービス員以外は設置・配線作業をしないでください。取扱説明書の指示のとおりに設置・配線作業 

をしてください。設置・配線作業に不備があると、感電、けが、火災のおそれがあります。 

 バッテリボックスの設置・配線は、ＵＰＳが停止し、入力電源が遮断されている状態で行ってください。

感電、けが、やけどなどのおそれがあります。 

 

 バッテリボックスの質量に耐える場所、転倒、落下のおそれのない平らな場所、また振動、衝撃の少な

い場所に、取扱説明書のとおりに設置してください。バッテリボックスの転倒などにより、けがのおそ

れがあります。 

 移動、据え付け時にバッテリボックスを落下、転倒させないでください。けがのおそれがあります。 

 安全靴を着用して設置作業をしてください。また、腰痛予防に心がけてください。 

 

3.1  設置環境を確認する 

設置環境： 温度 0～40℃、相対湿度10～90％（結露しないこと） 

つぎのような場所には設置しないでください。 

 接地できない場所  

 直射日光があたる場所、周囲温度が40℃を超える場所 ※  高い場所、不安定な場所 

 通気性の悪い場所、閉切った場所、通気が妨げられる場所、 

指定された通気スペースが取れない場所 

 床の強度が不十分な場所 

 屋外 

 濡れたり、結露したりする場所、高湿度の場所  火花が発生する機器の近傍 

 ストーブなどの熱源から熱を直接受ける場所  標高2000mを超える場所 

 粉塵、腐食性ガス、塩分、可燃性ガスがある場所  振動、衝撃の加わる場所 

 船舶、飛行機、移動用車両の中など、その他特殊な環境  換気機能のないラック 
 

 

3.2  設置スペースを確認する 
 

 

注 意 

！ 

 

ＵＰＳおよびバッテリボックスの周辺に指定されたスペースをとり、排気を換気できるようにしてください。 

必ず換気機能のあるラックに搭載してください。ＵＰＳおよびバッテリボックス内部の温度が上昇し、発煙、発火、

火災が発生する危険があります。 

 

ＵＰＳ、バッテリボックスは、下記のスペースをとって設置してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ！

3．バッテリボックスの設置・配線   

30℃以上の環境で使用するとバッテリの寿命

が短くなります。20～25℃で使用、管理す

ることをおすすめします。 

※ご注意

必要な 

スペース 
正面 背面 備考 

換気用 20cm 以上
※１

15cm 以上
側面も含め、排気経路を考慮して、周囲

に換気用スペースをとってください。※2

保守用 1m 以上 50cm 以上
側面も含め、保守時に作業用スペースが

とれるようにしてください。 

その他 

わずかですが漏れ磁束があります。ＣＲＴディスプレイに画面揺れ

などの影響を与える場合がありますので、画面を確認して設置して

ください。そのほか、磁束による影響を受けやすいものは間をあけ

てください。 

 

画面に影響がない 

距離を確認 

 

△ 
正面 

UPS および 

保守用スペース 

正面 
20cm 以上 

背面 50cm 以上 

背面 
15cm 以上 

正面 1m 以上 

換気スペース 

※1．ＵＰＳおよびバッテリボックス本体背面からの距離を示します。 

※2．周囲温度が高いと、装置およびバッテリの寿命に影響があります。 

排気経路を考慮して周囲スペースをとるなど、周囲温度が高くならないように

注意してください。 

※３．転倒、落下のおそれがありますので、バッテ

リボックスとＵＰＳを積み重ねた状態で使用

しないでください。 

※4．ＵＰＳの取扱説明書に記載されているＵＰＳ

の設置スペースの指定が上記と異なる場合

は、ＵＰＳの取扱説明書で指定されているス

ペースをとって設置してください。 

※ＵＰＳおよびバッテリボックス設置時のご注意 

必ずサービス員が 
実施してください。 
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3.3  ラックに搭載して使用する場合 
 

3.3.1  ＵＰＳとバッテリボックスをラックに搭載する 
 

 

注 意 

！ 

 

 ＵＰＳおよびバッテリボックスをラックに確実に搭載してください。地震などの衝撃、振動により、ＵＰＳ、

バッテリボックスの移動、落下などで、けがのおそれがあります。 

 バッテリボックスの質量は、「２．外形寸法および各部の名称」の表のとおりです。安全靴を着用して作業し

てください。バッテリボックスの落下によりけがのおそれがあります。また腰痛予防に心がけてください。

 安全のため、ラック搭載時はユニットごとにＬ型レール（サポートレール）を使用してください。 

Ｌ型レールについては、ご使用のラックメーカまたは購入先へお問い合せください。 

 金具の取り付け、バッテリボックス設置の際に、手などをはさまないようにご注意ください。けがのおそれが

あります。 

 

バッテリボックスをラックに搭載した後、バッテリボックスとＵＰＳ間を配線し、バッテリパックを組み込みます。 

取扱説明書の手順どおりに実施してください。ＵＰＳの設置方法は、ＵＰＳの取扱説明書をご覧ください。 

EIA規格またはJIS規格の19インチラックに搭載することができます。換気機能のあるラックに搭載してください。「3.2 設置スペー

スを確認する」をご覧になり、正面および背面に吸排気スペースを確保してください。 

ＵＰＳは重量物ですので、ラックの最下部へ収納することをおすすめします。ラック搭載にはユニットごとにＬ型レール（サポート

レール）を使用してください。Ｌ型レールについては、ご使用のラックメーカまたは購入先へお問い合せください。 

ＵＰＳが故障するおそれがありますので、ＵＰＳの上に物を置かないでください。 

 

① 下記の添付品を用意します。 

物品 

ラック取付金具 

 

ラック取付金具用ねじ（黒） 

M4×6 

穴埋めシールのシート 

数量 左右各１個／バッテリユニット１台 ４個／バッテリユニット１台 1 枚 （ＵＰＳの添付品） 

 

② 左右のラック取付金具をねじでバッテリボックスに取り付けます。左右を間違えないように注意してください。 

③ 穴埋めシールを左側面２か所の穴に貼ります。 

④ 下から、集電ユニット、ＵＰＳユニット、バッテリボックスの順にラックに搭載します。ＡタイプとＣタイプバッテリボックスを

組み合わせて使用する場合は、「3.3.2 ＵＰＳとバッテリボックスを接続する」の「ケーブル配線図」でバッテリボックスを搭載

する位置を確認してください。すべてのユニットにＬ型レール（サポートレール）を使用してください。 

⑤ ラックに固定します。ラックへの固定用ねじは、添付されていません。 

⑥ すべてのユニットが確実にラックに固定されていることを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

Ｌ型レール 

（サポートレール）

② 左右のラック取付金具を 

それぞれ 2 個のねじ(黒)で 

取り付けます。 

③ 穴埋めシールを 

2 か所に貼ります。 

大小３つの穴が下側になる

ように左右のラック取付金

具を取り付けてください。

左用 右用 

左右 

識別穴 

搭載するラックに合わせ、どちらかの

穴でラック取付金具を取り付けます。

ラック取付金具の前側の穴を使用する

とバッテリボックスを前側にオフセッ

トすることができます。 

集電ユニット※ 

バッテリボックス 

ＵＰＳユニット 

ＵＰＳユニット 

 ラック取付金具の取り付けにはラック取付

金具用のねじ（黒色）を使用してください。

転倒防止金具用のねじ（銀色）および連結金

具用のねじ（銀色）は使用しないでくださ

い。 

 ＡタイプとＣタイプバッテリボックスを組

み合わせて使用する場合、指定以外の場所

にバッテリボックスを搭載すると、添付さ

れているケーブルが接続するコネクタに届

かなくなります。搭載位置を確認し、正しい

位置に配置してください。 

 Ｌ型レール（サポートレール）は添付されて

いません。 

ご注意 

※ 単機タイプの場合、集電ユニットはありません。 
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3.3.2  ＵＰＳとバッテリボックスを接続する 

 

 

注 意 

！ 

 

 

 

 サービス員以外は配線作業をしないでください。取扱説明書の指示のとおりに配線作業をしてください。

配線作業に不備があると、感電、けが、火災のおそれがあります。 

 配線作業は、絶縁された手袋をするなどの対処をして行ってください。感電のおそれがあります。 

 バッテリボックスの配線は、ＵＰＳが停止し、入力電源が遮断されている状態で行ってください。 

感電、けが、やけどなどのおそれがあります。 

 バッテリボックスのコネクタの差し込み、ケーブルの接続にゆるみがないようにしてください。感電、

けが、火災のおそれがあります。 

 

 ＵＰＳおよびバッテリボックスは必ず接地してください。感電のおそれがあります。接地ができない場

所では使用しないでください。 

 

 ケーブルカバーを取り付けるときに手などをはさまないように注意してください。けがのおそれがあり

ます。 

 

3.3.2.1  単機タイプＵＰＳの場合 

ＵＰＳユニットとバッテリボックスをラックに搭載した後、ＵＰＳユニットとバッテリボックス間を配線します。 

ＵＰＳの型名、バックアップ時間により配線方法が異なります。ご使用のＵＰＳを確認し、取扱説明書の手順どおりに実施してく

ださい。ＵＰＳの配線方法につきましては、ＵＰＳの取扱説明書をご覧ください。 

① 下記の添付品を用意します。 

物品 

アースケーブル バッテリケーブル ケーブルカバー 

1 個 

 

 

 

 

数量 
ケーブルセット一式 

数量は「1.4」項のケーブルセット内容一覧表で確認してください。 
１式／バッテリユニット１台 

 

② 次ページの「ケーブル配線図」の中で、①で示す位置のアース端子間を、アースケーブルで接続します。 

アース端子のねじをいったん取り外し、アースケーブルを固定してください。 

③ ＵＰＳユニット背面の増設バッテリコネクタ「EXT.BATTERY」のカバーを外します。外し方は下図をご覧ください。 

④ 次ページの「ケーブル配線図」の中で、②で示す位置のバッテリコネクタ間を、

バッテリケーブルで接続します。それぞれのコネクタ間に適した長さのケーブル

を使用してください。コネクタを差し込む方向が違うと挿入できません。 

差し込む方向を確認してください。 

⑤ すべてのケーブルが確実に接続されていることを確認します。 

⑥ すべてのバッテリボックスに添付品のケーブルカバーを取り付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 ！

G2

G1

PN

EXT.
BATTERY G3

バッテリボックス 

ねじで固定 

UPS ユニット 

⑥ 下側２か所のツメを差し

込み、上側２か所をねじ

で固定します。 

１ 

ケーブルカバー

固定用ねじ 

Ｍ3×6  2 個 

2 

接続するコネクタの位置を確認し、正しく

配線してください。指定以外のコネクタに

接続すると停電時に仕様時間どおりのバッ

クアップができません。 

配線時のご注意

ケーブルカバーを取り付けるときに、

ケーブルを傷つけたり、はさまないよう

に注意してください。 

ご注意

プラスチック
ねじ 

コネクタカバー

バッテリコネクタ

③ コネクタカバーのプラスチックねじをドライ

バーでゆるめると、約 2mm 飛び出た状態に

なります。この状態で引っ張って外します。 

 

 

 

 

 

 

 

取り外したねじとカバーは保管しておいてくだ

さい。 

約2mm 

ねじで固定

切り込み

切り込み

アースケーブルの端子が

ケーブルカバーの内側に 

入るようにしてください。 

ケーブルカバー 

アースケーブルの端子 

切り込み

アース端子のねじ 

アース端子 

ケーブルカバー
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図は、ＵＰＳユニットとバッテリボックスを設置したときの背面図を示します。 
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EXT.
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UPS ユニット

バッテリボックス

下中央１か所のねじを

外し、EXT. BATT C
のカバーを外します。

指定以外のねじを外さ

ないでください。 

A

Cバッテリボックス 

UPS ユニット 

A ２ 

15分 

バッテリボックス 

A 

A 

バッテリボックス B 

UPS ユニット１ １ 

１ 

１ 

２ 

２ 

定格銘板でバッテリボックスの

タイプを確認してください。 

BCA11N006AU0A：A タイプ

BCA11N006AU0C：C タイプ

35分

バッテリボックス

A

C

定格銘板でバッテリボックスの 

タイプを確認してください。 

BCA11N006AU0A：A タイプ

BCA11N006AU0C：C タイプ

A

C

１

２

１

１

１ 

接続するコネクタの位置を確認し、正しく配線してください。指定以外のコネクタ

に接続すると停電時に仕様時間どおりのバックアップができません。 

ご注意 

ケーブル配線図 

15分、25分 

25分 

UPSS-50X3 
35分、45分 

UPSS-100X3 

２

下中央１か所のねじを

外し、EXT. BATT C
のカバーを外します。

指定以外のねじを外さ

ないでください。 

UPS ユニット 2 

UPS ユニット１

UPS ユニット 2

UPS ユニット１ 

UPS ユニット 2 

210 ㎜ 

１
２

２

１

610 ㎜ 

210 ㎜

２ 

480  
２ 

610 ㎜

210 ㎜

１

２

770 ㎜

２

「3.3.3  バッテリパックを搭載する」へ進みます。 
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3.3.2.2  集電ユニットがあるＵＰＳの場合 

 

ＵＰＳユニット、集電ユニット、バッテリボックスをラックに搭載した後、ＵＰＳユニットとバッテリボックス間を配線します。 

ＵＰＳの型名、バックアップ時間により配線方法が異なります。ご使用のＵＰＳを確認し、取扱説明書の手順どおりに実施してく

ださい。ＵＰＳの配線およびケーブルカバーの取り扱い方法につきましては、ＵＰＳの取扱説明書をご覧ください。 
 

① 下記の添付品を用意します。 

物品 

アースケーブル バッテリケーブル ケーブルカバー 

1 個 

 

 

 

 

数量 
ケーブルセット一式 

数量は「1.4」項のケーブルセット内容一覧表で確認してください。 
１式／バッテリユニット１台 

 

② 15～16 ページの「ケーブル配線図」の中で、①で示す位置のアース端子間を、アースケーブルで接続します。 

アース端子のねじをいったん取り外し、アースケーブルを固定してください。 

③ ＵＰＳユニット背面の増設バッテリコネクタ「EXT.BATTERY」のカバーを外します。 

④ 15～16 ページの「ケーブル配線図」の中で、②で示す位置のバッテリコネク

タ間を、バッテリケーブルで接続します。それぞれのコネクタ間に適した長さ

のケーブルを使用してください。コネクタを差し込む方向が違うと挿入できま

せん。差し込む方向を確認してください。 

 

⑤ すべてのケーブルが確実に接続されていることを確認します。 

⑥ すべてのバッテリボックスに添付品のケーブルカバーを取り付けます。 

ＵＰＳユニット、集電ユニット背面のケーブルカバーの取り付け方法は UPSS-X3 取扱説明書をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

１ 

ケーブルカバー

固定用ねじ 

Ｍ3×6  2 個 

2 

接続するコネクタの位置を確認し、正しく配線

してください。指定以外のコネクタに接続する

と停電時に仕様時間どおりのバックアップが

できません。 

配線時のご注意 

 

UPS ユニット 

集電ユニット 

⑥ 下側２か所のツメを差し

込み、上側２か所をねじで

固定します。 

ねじで固定 

ケーブルカバーを取り付けるときに、

ケーブルを傷つけたり、はさまないよう

に注意してください。 

ご注意

ねじで固定

切り込み

切り込み 

アースケーブルの端子が

ケーブルカバーの内側に 

入るようにしてください。 

ケーブルカバー 

アースケーブルの端子 

切り込み

アース端子のねじ 

アース端子 

ケーブルカバー
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図は、ＵＰＳとバッテリボックスを設置したときの背面図を示します。 
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OUTPUT INPUT

E VU

N N
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G
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集電ユニット集電ユニット 

UPS ユニット

バッテリボックス

A

C
１

２

バッテリボックス 

UPS ユニット 

A 

２ 

15分 

１

バッテリボックス 

UPS ユニット 

A 

A 

バッテリボックス B 

UPS ユニット 

１ 

２ 

２ 

定格銘板でバッテリボックスの 

タイプを確認してください。 

BCA11N006AU0A：A タイプ

BCA11N006AU0C：C タイプ

２

35分

UPS ユニット

バッテリボックス

A

C

定格銘板でバッテリボックスの 

タイプを確認してください。 

BCA11N006AU0A：A タイプ

BCA11N006AU0C：C タイプ

A

C

１

２

１

１

１

集電ユニット

集電ユニット 

集電ユニット 

２

１ 

ケーブル配線図 

15分、25分 

25分 

UPSS-50X3 
35分、45分 

UPSS-100X3 

２ 

２

接続するコネクタの位置を確認し、正しく配線してください。指定以外のコネクタ

に接続すると停電時に仕様時間どおりのバックアップができません。 

ご注意 

下中央１か所のねじを

外し、EXT. BATT C の

カバーを外します。

指定以外のねじを外さ

ないでください。 

下中央１か所のねじを

外し、EXT. BATT C の

カバーを外します。

指定以外のねじを外さ

ないでください。 

２ 210 ㎜ 

１ 

210 ㎜

210 ㎜
２

１ 
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15分

バッテリボックス 

B 

B 

１ 

１ 

２ UPS ユニット 

集電ユニット 

15分

バッテリボックス 

UPS ユニット 

集電ユニット 

B 

B 

２

UPSS-150X3 

UPSS-200X3 

接続するコネクタの位置を確認し、正しく配線してください。指定以外のコネクタ

に接続すると停電時に仕様時間どおりのバックアップができません。 

ご注意 

２ 

210 ㎜ 

ご注意 

このコネクタには接続

しないでください。 

610 ㎜ 

770 ㎜ 

610 ㎜

770 ㎜

１

２ 

２

２

２
１

210

「3.3.3  バッテリパックを搭載する」へ進みます。 
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3.3.3  バッテリパックを搭載する 

 

 

注 意 

！ 

 

 

 

 取扱説明書の指示のとおりにバッテリパックを搭載してください。作業に不備があると、感電、けが、

火災のおそれがあります。 

 

 絶縁された手袋を着用して作業してください。感電のおそれがあります。 

 バッテリパックを落とさないように注意してください。正面パネルを取り付けるときに手などをはさま

ないように注意してください。けがのおそれがあります。 

 

① バッテリパックを用意します。 

物品 

バッテリパック 

数量 必要数は「1.1」項を参照 

 

② バッテリボックスの正面パネルの左右２か所のねじをゆるめ、正面パネルを取り外します。 

③ バッテリ押さえ金具を固定している２か所のねじを外し、バッテリ押さえ金具を取り外します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ バッテリパックをバッテリボックスに搭載します。 

バッテリパックを搭載する順番、搭載する位置を 18～20 ページ

の「バッテリパック搭載位置図」で確認してください。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ バッテリ押さえ金具と正面パネルを取り付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

  

 ！

 使用するバッテリパックは専用品です。指定以外のバッテリパックを使用

しないでください。バッテリの寿命低下、漏液、発熱の原因になることが

あります。 
 バッテリパックの包装箱に衝撃などが加わった痕や、変形、電解液のにじ

みなどがないか、バッテリパックに亀裂、変形などの損傷、電解液のにじ

みなどがないか、底面や角を含め全数目視による点検をしてください。 

 誤って落下させたバッテリパック、強い衝撃を与えたバッテリパックは使

用しないでください。 

 バッテリパックに不良などがあった場合は使用を中止し、購入先または当

社にご連絡ください。 

バッテリパックの取り扱いについてのご注意

③ ２か所のねじを外し、左側のツメを

切り込みから抜き、バッテリ押さえ

金具を外します。 

②ドライバーなどを使用して

左右２か所のねじをゆるめ

正面パネルを外します。 

バッテリボックスに 2 個の 
バッテリパックを搭載する場合 

④左側から順に 

左側の２か所に 

挿入します。 

④左側から順に 

４か所すべてに

挿入します。 

バッテリボックスへ２個のバッテリパックを搭載する

場合は、必ず左側の２か所へ搭載してください。指定

以外の場所に搭載すると、バッテリが機能しません。

ご注意

バッテリボックスに 4 個の 
バッテリパックを搭載する場合

バッテリ押さえ金具は、バッテリパックが正しく

挿入されていないと取り付けられません。バッテ

リパックを確実に奥まで押し込んでください。 

バッテリ押さえ金具取り付け時のご注意

⑤-1 左側のツメを切り込みに差し込み、

２か所のねじでバッテリ押さえ金具

を固定します。 

⑤-2 左右２か所のねじで正面

パネルを固定します。 

バッテリ押さえ金具

正面パネル

 

注意 

！ 

 

1個のバッテリパックの

質量は17.5kgです。落さ

ないように注意してくだ

さい。 
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バッテリパックを  1  の位置から順番に搭載してください。数字が記入されていない場所には搭載しないでください。 

記載されているバッテリパック数にはＵＰＳのバッテリパック数は含まれません。ＵＰＳのバッテリパックの搭載方法はUPSS-X3の

取扱説明書をご覧ください。 

 

図は、ＵＰＳとバッテリボックスを設置したときの正面図を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 単機タイプの場合、集電ユニットはありません。 

 

 

 

 

 

  

バッテリボックスＡ

ＵＰＳユニット

集電ユニット※

15 分 
バッテリパック数：2 個 

2 １ 3 4

バッテリボックス C

ＵＰＳユニット

集電ユニット※

バッテリボックスＡ2 １ 3 4 

5 6 7 8バッテリボックス C 

ＵＰＳユニット 

集電ユニット※ 

バッテリボックスＡ 

バッテリボックスＡ 

ＵＰＳユニット 

集電ユニット※ 

2１

2１ 3 4

5 6

UPSS-50X3 

25 分 
バッテリパック数：4 個 

35 分 
バッテリパック数：6 個 

45 分 
バッテリパック数：８個 

バッテリパック搭載位置図 

バッテリボックスへ２個のバッテリパックを搭載する

場合は、必ず左側の２か所へ搭載してください。 

指定以外の場所に搭載すると、バッテリが機能しない

ことがあります。 

ご注意
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バッテリパックを  1  の位置から順番に搭載してください。数字が記入されていない場所には搭載しないでください。 

記載されているバッテリパック数にはＵＰＳのバッテリパック数は含まれません。ＵＰＳへのバッテリパックの搭載方法はUPSS-X3
の取扱説明書をご覧ください。 

 

図は、ＵＰＳとバッテリボックスを設置したときの正面図を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 単機タイプの場合、集電ユニットはありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

UPSS-100X3 

ＵＰＳユニット

7

2１ 3 4

85 6

25 分 
バッテリパック数：８個 

集電ユニット※

ＵＰＳユニット

集電ユニット

87 9

2１ 3 4

5 6

集電ユニットがあるＵＰＳ  35 分

バッテリパック数：12 個 

バッテリパック搭載位置図 

単機タイプＵＰＳと集電ユニットがあるＵＰＳでは、バッテリボックス

Ａ、Ｃの配置が異なります。搭載位置を間違えないように注意してくだ

さい。 

バッテリボックスへ２個のバッテリパックを搭載する場合は、必ず左側

の２か所へ搭載してください。指定以外の場所に搭載すると、バッテリ

が機能しないことがあります。 

 

 

 

 

ＵＰＳユニット１ 

8 7 

9   

2 １ 

3 4 5 6 

単機タイプＵＰＳ  35 分 
バッテリパック数：12 個 

ＵＰＳユニット２ 

ご注意 

 2 １ 

15 分 
バッテリパック数：4 個 

3 4 

ＵＰＳユニット 

集電ユニット※ 



 3．バッテリボックスの設置・配線  

 20

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バッテリボックスＢ 

バッテリボックスＢ 

ＵＰＳユニット 

集電ユニット 

5 6 

2 １ 3 4 

15 分 
バッテリパック数：8 個 

ＵＰＳユニット 

集電ユニット 

バッテリボックスＢ 

バッテリボックスＢ 
7 8 

2 １ 3 4 

5 6 

15 分 
バッテリパック数：6 個 

UPSS-150X3 

UPSS-200X3 

バッテリボックスへ２個のバッテリパックを搭載する場合

は、必ず左側の２か所へ搭載してください。 

指定以外の場所に搭載すると、バッテリが機能しません。

ご注意

「3.5  設置日ラベルを貼る」へ進みます。 
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3.4  縦置きにして使用する場合（単機タイプＵＰＳの場合のみ） 
 

 

注 意 

！ 

 

 転倒防止金具とバッテリボックスを確実に固定してください。また、連結金具でＵＰＳユニットとバッテリ

ボックスを確実に連結してください。地震などの衝撃、振動により、ＵＰＳおよびバッテリボックスの移動、

転倒などで、けがのおそれがあります。 

 バッテリボックスの質量は、「２．外形寸法および各部の名称」の表のとおりです。安全靴を着用して作業し

てください。バッテリボックスの落下によりけがのおそれがあります。また腰痛予防に心がけてください。

 転倒防止金具の取り付け、バッテリボックス設置の際に、手などをはさまないようにご注意ください。けがの

おそれがあります。 

 机など台の上に縦置きに設置しないでください。地震などの衝撃、振動により、ＵＰＳの移動、転倒などで、

けがのおそれがあります。 

 

ＵＰＳユニットとバッテリボックスを縦置きに設置した後、ＵＰＳユニットとバッテリボックス間を配線し、バッテリパックを組み

込みます。取扱説明書の手順どおりに実施してください。ＵＰＳの設置方法につきましては、ＵＰＳの取扱説明書をご覧ください。 

 

3.4.1  ＵＰＳとバッテリボックスを縦に設置する 

 

ＵＰＳとバッテリボックスを縦置きにするときは、添付品の転倒防止金具を取り付け、ＵＰＳユニットとバッテリボックス間を連結

金具で固定します。ＵＰＳが故障するおそれがありますので、ＵＰＳの上に物を置かないでください。 

 

① 下記の添付品を用意します。 

物品 

転倒防止金具 転倒防止金具取付用 

ねじ M4×8（銀色） 

正面用 

連結金具※ 

背面用 

連結金具※ 
連結金具用ねじ 

M4×8 （銀色） 

穴埋めシールの 

シート 

数量 
2 個 4 個 2 個 2 個 4 個 1 枚 

（ＵＰＳの添付品） バッテリボックス１台あたりの数量 

※ 連結金具には、正面用と背面用があります。取り付け前に形状を確認してください。 

 

 

② 設置場所の床に床固定用の穴をあけます。 

下図で、ＵＰＳユニットとバッテリボックスの配置を確認してください。床固定寸法は、次ページをご覧ください。 
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.
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Y

G
3

正面 

バッテリボックスは

右側に配置します。

背面

ＵＰＳユニット
バッテリボックス

コネクタ部を

下側にします

バッテリボックス

ＵＰＳユニットとバッテリボックスの配置を確認し、指定の位置に配置できるように床固定用の穴をあけてください。 

異なる配置で設置するとケーブルが届かなくなる場合があります。 

ご注意 

正面 
背面

ＵＰＳユニット２ 

ＵＰＳユニット 1 

バッテリボックス ＵＰＳユニット１

ＵＰＳユニット２

端子台部

バッテリボックス バッテリボックス

UPSS-50X3 

UPSS-100X3 

EXT.BATTERYEXT.BATTERY

G
3

G
3

FAN CN

バッテリボックスは 

左側に配置します。 

コネクタ部を

下側にします
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床固定寸法図（上面視） 
UPSS-50X3  15分、25分 UPSS-50X3  35分、45分

UPSS-100X3  15分 UPSS-100X3  25分 UPSS-100X3  35分

単位：ｍｍ 
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③ バッテリボックスを机などの台の上に横置きにし、左側面の取付穴にねじで転倒防止金具を取り付けます。 

すべてのバッテリボックスに転倒防止金具を取り付けてください。 

④ 転倒防止金具側を下にして、バッテリボックスをたて、穴埋めシールを

上面 2 か所の穴に貼ります。 

⑤ 設置場所に置きます。ＵＰＳユニットとバッテリボックスの配置は、 

「床固定寸法図」「ケーブル配線図」で確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ ＵＰＳユニットとバッテリボックスの正面パネルを取り外します。 

⑦ ユニットの正面上部を連結金具で固定します。すべてのユニット間を連結金具で固定してください。 

正面下部は連結金具での固定は不要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ ユニットの背面上部を連結金具で固定します。すべてのユニット間を連結金具で固定してください。 

背面下部は連結金具での固定は不要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨ ＵＰＳユニット、バッテリユニットをアンカーボルトで固定します。（左右各 2 か所） 

アンカーボルトは添付されていません。設置場所の床に合ったものをお客様で準備してください。 

⑩ すべてのユニットが確実に連結されていること、床に確実に固定されていることを確認します。 

  

E
X

T
.

B
A

T
T

E
R

Y
G

3

G
2

G
1

P
N

③ 転倒防止金具２個をそれぞれ2個のねじ(銀)

で取り付けます。2つの固定穴がバッテリ

ボックスの正面側になる向き（図に示す方

向）で固定してください。 

バッテリボックスの

切り込み 
ＵＰＳユニットの

切り込み

固定用ねじ穴 

連結金具

⑦ 添付品の正面用連結金具を

切り込みに差し込み、添付

品のねじで固定します。 

右図で取付方向を確認して

ください。 

ねじ穴が左側になる向きで取り付けてください。 

逆向きに取り付けると、ねじが差し込めなくなります。

ねじ穴が左側

正面用 

連結金具 

ＵＰＳ 

ユニット 

の切り込み

バッテリ

ボックス

の切り込み

固定用ねじ 

連結金具

⑧ ＵＰＳ背面に取り付けら

れているねじを外し、 

添付品のねじで背面用連

結金具を取り付けます。

指定以外のねじを外さな

いでください。 

ねじ穴が右側になる向きで取り付け

てください。逆向きに取り付ける

と、連結金具が差し込めません。

ねじ穴が右側

背面用連結金具

ＵＰＳユニット 

バッテリボックス 

④ 穴埋めシールを上面

2 か所に貼ります。

⑥ドライバーなどを使用して

上下２か所のねじをゆるめ

正面パネルを外します。 

ＵＰＳユニットとバッテリボックスが連結

された状態で移動しないでください。 

ＵＰＳユニット用の転倒防止金具、連結金具、固定

用ねじはＵＰＳユニットに添付されています。固定

方法はＵＰＳの取扱説明書をご覧ください。 

ご注意

ご注意 
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3.4.2  ＵＰＳとバッテリボックスを接続する 

 

 

注 意 

！ 

 

 

 

 サービス員以外は配線作業をしないでください。取扱説明書の指示のとおりに配線作業をしてください。

配線作業に不備があると、感電、けが、火災のおそれがあります。 

 配線作業は、絶縁された手袋をするなどの対処をして行ってください。感電のおそれがあります。 

 バッテリボックスの配線は、ＵＰＳが停止し、入力電源が遮断されている状態で行ってください。 

感電、けが、やけどなどのおそれがあります。 

 バッテリボックスのコネクタの差し込み、ケーブルの接続にゆるみがないようにしてください。感電、

けが、火災のおそれがあります。 

 

 ＵＰＳおよびバッテリボックスは必ず接地してください。感電のおそれがあります。接地ができない場

所では使用しないでください。 

 

 ケーブルカバーを取り付けるときに手などをはさまないように注意してください。けがのおそれがあり

ます。 

 

ＵＰＳユニットとバッテリボックスを床に固定した後、ＵＰＳユニットとバッテリボックス間を配線します。 

ＵＰＳの型名、バックアップ時間により配線方法が異なります。ご使用のＵＰＳを確認し、取扱説明書の手順どおりに実施してく

ださい。ＵＰＳの配線方法につきましては、ＵＰＳの取扱説明書をご覧ください。 
 

① 下記の添付品を用意します。 

物品 

アースケーブル バッテリケーブル ケーブルカバー 

1 個 

 

 

 

 

数量 
ケーブルセット一式 

数量は「1.4」項のケーブルセット内容一覧表で確認してください。 
１式／バッテリユニット１台 

 

② 次ページの「ケーブル配線図」の中で、①で示す位置のアース端子間を、アースケーブルで接続します。 

アース端子のねじをいったん取り外し、アースケーブルを固定してください。 

③ ＵＰＳユニット背面の増設バッテリコネクタ「EXT.BATTERY」のカバーを外します。外し方は下図をご覧ください。 

④ 次ページの「ケーブル配線図」の中で、②で示す位置のバッテリコネクタ間を、

バッテリケーブルで接続します。それぞれのコネクタ間に適した長さのケーブル

を使用してください。コネクタを差し込む方向が違うと挿入できません。差し込

む方向を確認してください。 

⑤ すべてのケーブルが確実に接続されていることを確認します。 

⑥ すべてのバッテリボックスに添付品のケーブルカバーを取り付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 ！
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バッテリコネクタ

コネクタカバー

プラスチック
ねじ

１ 

ケーブルカバー

固定用ねじ 

Ｍ3×6  2 個 

2 

ねじで固定

切り込み 

⑥ 左側２か所のツメを差

し込み、右側２か所を

ねじで固定します。 

 ケーブルカバーを取り付けるときに、ケーブルを傷つけたり、はさまな

いように注意してください。 

 上図は、UPSS-50X3の背面図です。UPSS-100X3ではＵＰＳとバッテリ

ボックスの配置が異なりますが同じ要領で作業してください。 

ご注意 

③ コネクタカバーのプラスチックねじをド

ライバーでゆるめると、約 2mm 飛び出

た状態になります。この状態で引っ張っ

て外します。 

 

 

 

 

 

 

取り外したねじとカバーは保管しておい

てください。 

アース端子 

ケーブルカバー

固定用ねじ穴

ケーブルカバー 

アースケーブルの端子 

アース端子 
のねじ 

アースケーブルの端子がケー

ブルカバーの内側に 

入るようにしてください 

ＵＰＳユニット 

バッテリボックス 

接続するコネクタの位置を確認し、正しく配線

してください。指定以外のコネクタに接続する

と停電時に仕様時間どおりのバックアップがで

きません。 

配線時のご注意

切り込み

ねじで固定

約2mmケーブル

カバー 
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図は、ＵＰＳユニットとバッテリボックスを設置したときの背面図を示します。 
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接続するコネクタの位置を確認し、正しく配線して

ください。指定以外のコネクタに接続すると停電時

に仕様時間どおりのバックアップができません。 

ご注意 

35分、45分15分、25分 

１

２

A C A

１

２

１ 

B A A

A C A C

２

１１

２

２

１ １ 

２ 

１ １

２ 

UPSS-50X3 

UPS ユニット２

UPS ユニット 1
バッテリボックス バッテリボックス

UPS ユニット２

UPS ユニット 1

UPS ユニット２

UPS ユニット 1 バッテリボックス

バッテリボックス

UPS ユニットバッテリボックス UPS ユニット 

15分 25分 

35分 

２ 

定格銘板でバッテリボックスの 

タイプを確認してください。 

BCA11N006AU0A：A タイプ

BCA11N006AU0C：C タイプ

定格銘板でバッテリボックスの 

タイプを確認してください。 

BCA11N006AU0A：A タイプ

BCA11N006AU0C：C タイプ

左中央１か所のねじを外

し、EXT. BATT C のカバー

を外します。指定以外のね

じを外さないでください。

左中央１か所のねじを外

し、EXT. BATT C のカバー

を外します。指定以外のね

じを外さないでください。 

ケーブル配線図 

610 ㎜ 

210 ㎜ 

770 ㎜ 

２ 

480 ㎜ 
２ 

１ 

610  ２ 

210 ㎜

UPSS-100X3 
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3.4.3  バッテリパックを搭載する 

 

 

注 意 

！ 

 

 

 

 取扱説明書の指示のとおりにバッテリパックを搭載してください。作業に不備があると、感電、けが、

火災のおそれがあります。 

 

 絶縁された手袋を着用して作業してください。感電のおそれがあります。 

 バッテリパックを落とさないように注意してください。正面パネルを取り付けるときに手などをはさま

ないように注意してください。けがのおそれがあります。 

 

① バッテリパックを用意します。 

物品 

バッテリパック 

数量 必要数は「1.1」項を参照 

 

② バッテリボックスの正面パネルの上下２か所の

ねじをゆるめ、正面パネルを取り外します。 

③ バッテリ押さえ金具を固定している２か所のねじ

を外し、バッテリ押さえ金具を取り外します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ バッテリパックをバッテリボックスに搭載します。 

バッテリパックを搭載する順番、搭載する位置を 

27～28 ページの「バッテリパック搭載位置図」で 

確認してください。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

⑤ バッテリ押さえ金具と正面パネルを取り付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 ！

 使用するバッテリパックは専用品です。指定以外のバッテリパックを使用

しないでください。バッテリの寿命低下、漏液、発熱の原因になることが

あります。 
 バッテリパックの包装箱に衝撃などが加わった痕や、変形、電解液のにじ

みなどがないか、バッテリパックに亀裂、変形などの損傷、電解液のにじ

みなどがないか、底面や角を含め全数目視による点検をしてください。 

 誤って落下させたバッテリパック、強い衝撃を与えたバッテリパックは使

用しないでください。 

 バッテリパックに不良などがあった場合は使用を中止し、購入先または当

社にご連絡ください。 

バッテリパックの取り扱いについてのご注意

④下側から順に下側の 

２か所に挿入します。 
④下側から順に４か所 

すべてに挿入します。

バッテリボックスへ２個のバッテリパックを搭載する場合は、必ず下側

の２か所へ搭載してください。指定以外の場所に搭載すると、バッテリが

機能しません。 

ご注意

バッテリ押さえ金具は、バッテリパックが正しく

挿入されていないと取り付けられません。バッテ

リパックを確実に奥まで押し込んでください。 

バッテリ押さえ金具取り付け時のご注意 

取っ手が左側になる

方向で挿入します。 

取っ手が左側になる

方向で挿入します。

③ ２か所のねじを外し、下側のツメを

切り込みから抜き、バッテリ押さえ

金具を外します。 

⑤-1 下側のツメを切り込みに差し込み、

２か所のねじでバッテリ押さえ金具

を固定します。 

⑤-2 上下２か所のねじで正面

パネルを固定します。 

バッテリボックスに 2 個の 
バッテリパックを搭載する場合 

バッテリボックスに４個の 
バッテリパックを搭載する場合

バッテリ押さえ金具

正面パネル

②ドライバーなどを使用して

上下２か所のねじをゆるめ

正面パネルを外します。 

 

注意 

！ 

 

1個のバッテリパックの

質量は17.5kgです。落さ

ないように注意してくだ

さい。 
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バッテリパックを  1  の位置から順番に搭載してください。数字が記入されていない場所には搭載しないでください。 

記載されているバッテリパック数にはＵＰＳのバッテリパック数は含まれません。ＵＰＳのバッテリパックの搭載方法はUPSS-X3の

取扱説明書をご覧ください。 

 

図は、ＵＰＳユニットとバッテリボックスを設置したときの正面図を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

UPSS-50X3 

１

2

3

4

１ 

2 

3 

4 

5 

6 

5

6

7

8

１ 

2 

１

2

3

4

ＵＰＳユニット 

バッテリボックス A 

ＵＰＳユニット

バッテリボックス A

ＵＰＳユニット 

バッテリボックス A 

バッテリボックスＣ 

ＵＰＳユニット

バッテリボックス A

バッテリボックスＣ

バッテリパックは下から順番に搭載してください。上側から搭載するとバッテリボックスが故障するおそれが

あります。 

ご注意 

15 分 
バッテリパック数：2 個 

25 分 
バッテリパック数：４個

35 分 
バッテリパック数：6 個 

45 分 
バッテリパック数：８個

バッテリパック搭載位置図 
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UPSS-100X3 

5

6

7

8

1

2

3

4

１ 

2 

3 

4 

バッテリボックスＢ 

ＵＰＳユニット 1 

ＵＰＳユニット 2 

バッテリボックス A ＵＰＳユニット 1 

ＵＰＳユニット 2 バッテリボックスＡ

9 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

バッテリボックス A

ＵＰＳユニット 1 

ＵＰＳユニット 2 

バッテリボックス C

1 

 

 

バッテリボックス A

バッテリボックス C

15 分 
バッテリパック数：4 個 

25 分 
バッテリパック数：8 個 

35 分 
バッテリパック数：12 個 

バッテリパックは下から順番に搭載してください。上側から搭載するとバッテリボックスが故障するおそれが

あります。 

ご注意 

「3.5  設置日ラベルを貼る」へ進みます。 
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3.5  設置日ラベルを貼る 
 

次回のバッテリ交換のため、添付品の設置日ラベルにバッテリボックスを設置した年月日を記入して、確認しやすい場所に貼り付け

ます。 

 

① 添付品の「設置日／バッテリ交換日ラベル」を用意します。 

 

 

 

 

 

 

② 設置日／バッテリ交換日ラベルにバッテリボックスを設置した年月日を記入します。 

油性ペンなど消えにくいペンを使用してください。 

③ 記入済みの「設置日／バッテリ交換日ラベル」を貼り付けます。 

バッテリボックスの正面など確認しやすいところに貼り付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 設置日／バッテリ交換日ラベルは、日付を記入して

から貼り付けてください。先にラベルを貼ると日付

を記入しにくくなります。 

 吸排気、換気の妨げになりますので、設置日／バッ

テリ交換日ラベルをＵＰＳの吸排気口、またはバッ

テリボックスの換気口に貼らないでください。 

 

ご注意

年 月 日

年 月 日2024       6        1 

✔ 
設置日にチェックを

つけます。 

バッテリボックスを設置

した日付を記入します。 

1 枚 
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4.1  バッテリボックスとＵＰＳを同時に新設する場合 
 

① ＵＰＳとバッテリボックスが正しく設置、接続されていること確認します。 

ケーブルの接続位置が誤っていると、仕様どおりの時間がバックアップされません。 

 

② ＵＰＳの取扱説明書「4.1 使用前の準備をする」の手順で、下記の作業をします。 

 

 

 

初期設定で設定する「バックアップ時間」、「バッテリの種別」は、ケーブルセットに添付されている「初期設定説明書」をご覧く

ださい。設定値は、本書の「付録．バックアップ時間とバッテリ種別 設定値一覧」にも記載されています。 

 

 

 

 

充電時間は、バックアップ時間により異なります。下表で充電時間を確認してください。 

 

ＵＰＳ型番 

（MODEL） 
バックアップ時間 充電時間 

UPSS-50X3 

15 分 19 時間 

25 分 20 時間 

35 分 21 時間 

45 分 23 時間 

UPSS-100X3 

15 分 19 時間 

25 分 20 時間 

35 分 21 時間 

UPSS-150X3 15 分 19 時間 

UPSS-200X3 15 分 19 時間 
 

 

③ ＵＰＳとバッテリボックスが正常に機能していることを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

4．運転前の準備 

停電時に確実にバックアップするためには指定時間以上の充電が必要ですが、ＵＰＳを運転するとバッテリは充電されます

ので、ＵＰＳの初起動時、十分に充電されていない場合でも、負荷機器を接続してご使用になれます。 

ただし、この段階で停電が発生すると、ＵＰＳのバックアップ機能が十分に発揮されない場合があります。 

ご注意 

1．初期設定をする 2．バッテリを充電する 3．停電動作テストをする 

バッテリボックスを使用する場合は、ＵＰＳに添付されている「初期設定説明書」では設定しないでください。 

バックアップ時間を正しく設定しないと、バッテリが十分に充電されないことがあります。 

ご注意 
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4.2  既設ＵＰＳのバッテリボックスを変更する場合 
 

4.2.1  作業手順 

 

① ＵＰＳとバッテリボックスが正しく設置、接続されていること確認します。 

ケーブルの接続位置が誤っていると、仕様どおりの時間がバックアップされません。 

② ＵＰＳを起動し、バッテリ情報をリセットします。操作方法は、「4.2.2 バッテリ情報をリセットする」をご覧ください。 

ＵＰＳの運転操作は、ＵＰＳの取扱説明書をご覧ください。 

③ バッテリバックアップ時間を設定します。設定方法は「4.2.3 バックアップ時間を設定する」をご覧ください。 

設定するバックアップ時間は、ケーブルセットに添付されている「初期設定説明書」をご覧ください。設定値は、本書の「付録．

バックアップ時間とバッテリ種別 設定値一覧」にも記載されています。 

④ バッテリ種別を設定します。設定方法は「4.2.4 バッテリ種別を設定する」をご覧ください。 

設定する種別は、ケーブルセットに添付されている「初期設定説明書」をご覧ください。設定値は、本書の「付録．バックアップ

時間とバッテリ種別 設定値一覧」にも記載されています。 

 

⑤ バッテリを充電します。充電方法はＵＰＳの取扱説明書「4.1 使用前の準備をする」をご覧ください。 

充電時間は、バックアップ時間により異なります。下表で充電時間を確認してください。 
 

ＵＰＳ型番 

（MODEL） 
バックアップ時間 充電時間 

UPSS-50X3 

15 分 19 時間 

25 分 20 時間 

35 分 21 時間 

45 分 23 時間 

UPSS-100X3 

15 分 19 時間 

25 分 20 時間 

35 分 21 時間 

UPSS-150X3 15 分 19 時間 

UPSS-200X3 15 分 19 時間 
 

 

⑥ 停電動作テストをします。ＵＰＳの取扱説明書「4.1 使用前の準備をする」をご覧ください。 

⑦ ＵＰＳとバッテリボックスが正常に機能していることを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 上記の手順③でバックアップ時間を正しく設定しないと、バッテリが十分に充電されないことがあります。 

 停電時に確実にバックアップするためには指定時間以上の充電が必要ですが、ＵＰＳを運転するとバッテリは充電されますので、

ＵＰＳの初起動時、十分に充電されていない場合でも、負荷機器を接続してご使用になれます。 

ただし、この段階で停電が発生すると、ＵＰＳのバックアップ機能が十分に発揮されない場合があります。 

 バッテリボックスを変更する場合は、ＵＰＳシステム全体のバッテリパックを新しいものに交換してください。バッテリ管理機能

が正しく動作しません。 

ご注意 
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4.2.2  バッテリ情報をリセットする 

 

既設ＵＰＳシステムのバッテリボックスを変更した場合は、バッテリの情報をリセットします。通常は操作しないでください。 

 

①  を押して LCD 画面を表示させます。 

②  を押してホームメニューを切り換え、 
 
を表示させます。 

③ 下図のように、  または  を押して進み、バッテリ情報をリセットします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 手順③の操作後、バッテリ情報がリセットされていることを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ 
 

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ 
 

1 32

ｼﾞｮｳﾀｲ ﾋｮｳｼﾞ 
 

ｹｲｿｸ ﾋｮｳｼﾞ 
 

ホームメニュー 

ﾅｲﾌﾞ ｼﾞｮｳﾎｳ 
ﾊﾞｯﾃﾘ ｼﾞｮｳﾎｳ 

ｾｯﾃｲ ﾍﾝｺｳ 
 

ﾅｲﾌﾞ ｼﾞｮｳﾎｳ 
ﾊﾞｯﾃﾘｼﾞｮｳﾎｳ ﾘｾｯﾄ

UPS ｿｳｻ 
 

※1 

操作グループ 操作項目 

ﾊﾞｯﾃﾘ ｼｭﾍﾞﾂ 

※1 

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ 
UPS ｼｽﾃﾑ 

ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟｼﾞｶﾝ 

操作項目

[SELECT] = ﾘｾｯﾄ
[BACK] = ｷｬﾝｾﾙ 

UPS ｼｽﾃﾑ 
ﾅｲﾌﾞ ｼﾞｮｳﾎｳ 

ﾕﾆｯﾄ ｼﾞｮｳﾎｳ 

ｼﾞｮｳﾀｲ ﾋｮｳｼﾞ 
 

ｹｲｿｸ ﾋｮｳｼﾞ 
 

ホームメニュー 

ｾｯﾃｲ ﾍﾝｺｳ 
 

UPS ｿｳｻ 
 

※1 

操作グループ 操作項目 

ﾊﾞｯﾃﾘ ｼｭﾍﾞﾂ 

※1 

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ 
UPS ｼｽﾃﾑ 

ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟｼﾞｶﾝ 

操作項目

UPS ｼｽﾃﾑ 
ﾅｲﾌﾞ ｼﾞｮｳﾎｳ 

ﾕﾆｯﾄ ｼﾞｮｳﾎｳ 

ﾅｲﾌﾞ ｼﾞｮｳﾎｳ 
ﾊﾞｯﾃﾘｼﾞｮｳﾎｳ 

ﾅｲﾌﾞ ｼﾞｮｳﾎｳ 
ﾊﾞｯﾃﾘｼﾞｮｳﾎｳ ﾘｾｯﾄ

バッテリ情報がリセットされ、画面が戻ります。

ﾃｲﾃﾞﾝ ﾊｯｾｲ ｶｲｽｳ 
    0 ｶｲ 

ﾊﾞｯﾃﾘｳﾝﾃﾝ ｾｷｻﾝｼﾞｶﾝ
    0 ﾋﾞｮｳ 

ｾﾞﾝｶｲ ﾃｽﾄ ｼﾞｯｼﾋﾞ 
**/**/** **:** 

ｾﾞﾝｶｲ ﾃｽﾄ ｹｯｶ  
ﾊﾞｯﾃﾘﾃｽﾄ:ﾘﾚｷﾅｼ 

バッテリ情報

ﾊﾞｯﾃﾘ ｼﾞｭﾐｮｳ 
  5.0 ﾈﾝ 

UPS ｳﾝﾃﾝ ｾｷｻﾝｼﾞｶﾝ
      ｼﾞｶﾝ 

※1．階層を進めるときは 、階層を戻すときは
  

を押します。

 を押すと項目が進み、  を押すと戻ります。 

※2

※2．「ＵＰＳ運転積算時間」はリセットされません。 

ご注意 

手順③でバッテリ情報をリセットした

後は、この画面に戻っています。 

 を押して、バッテリ情報表示画面

に進みます。 

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ 
 

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ 
 

ﾅｲﾌﾞ ｼﾞｮｳﾎｳ 
ﾘｾｯﾄ ｶﾝﾘｮｳ 

リセットされたバッテリ

情報が表示されます。 

※1 

※1 
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4.2.3  バックアップ時間を設定する 

 

ＵＰＳのバックアップ時間を設定します。 

設定するバックアップ時間は「付録．バックアップ時間とバッテリ種別  設定値一覧」をご覧ください。 

 

 

①  を押して LCD 画面を表示させます。 

②  を押してホームメニューを切り換え、 
 
を表示させます。 

③  を押して確定します。 

④  または  で表示を切り換え、設定する項目を  で選択します。 

各階層で同様に操作し、「操作グループ」→「操作項目」→「設定値」へ進みます。 

⑤  または  で設定値を切り換え、設定する値を  で選択し、確認画面で再度  を押して確定します。 

⑥ 
 
を押して戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ 
 

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ 
 

1 32

ｼﾞｮｳﾀｲ ﾋｮｳｼﾞ 
 

ｹｲｿｸ ﾋｮｳｼﾞ 
 

ホームメニュー 

※1．階層を進めるときは 、階層を戻すときは
  

を押します。

 を押すと項目が進み、  を押すと戻ります。 

※2．設定値画面切り換え時に表示された値が、現在の設定値です。 

現在の設定は「> >」記号で表示されます。  

※3．変更確定後の設定値は「>>」記号（現在の設定）で表示されます。

ﾅｲﾌﾞｼﾞｮｳﾎｳ 
ﾊﾞｯﾃﾘ ｼﾞｮｳﾎｳ 

UPS ｼｽﾃﾑ 
ﾅｲﾌﾞ ｼﾞｮｳﾎｳ 

ﾕﾆｯﾄ ｼﾞｮｳﾎｳ 

ｾｯﾃｲ ﾍﾝｺｳ 
 ﾊﾞｯﾃﾘｼﾞｮｳﾎｳ ﾘｾｯﾄ

UPS ｿｳｻ 
 

※1 

操作グループ 操作項目 

ﾅｲﾌﾞ ｼﾞｮｳﾎｳ 
ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟｼﾞｶﾝ 

※1 

設定値

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ 
UPS ｼｽﾃﾑ 

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ 
 

操作項目

ﾊﾞｯﾃﾘ ｼｭﾍﾞﾂ 

ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟｼﾞｶﾝ 
>>5 ﾌﾝ 

ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟｼﾞｶﾝ 
35 ﾌﾝ 

10 ﾌﾝ 

25 ﾌﾝ 

15 ﾌﾝ 

30 ﾌﾝ 

45 ﾌﾝ 

60 ﾌﾝ 

120 ﾌﾝ 

180 ﾌﾝ 

360 ﾌﾝ 

※2

設定項目、設定値の詳細説明 

設定値 詳細 

5 ﾌﾝ 5 分 

ＵＰＳに接続されているバッテリ

に合わせて、バックアップ時間を設

定してください。 

10 ﾌﾝ 10 分 

15 ﾌﾝ 15 分 

25 ﾌﾝ 25 分 

30 ﾌﾝ 30 分 

35 ﾌﾝ 35 分 
45 ﾌﾝ 45 分 

60 ﾌﾝ 60 分 

120 ﾌﾝ 120 分 

180 ﾌﾝ 180 分 

360 ﾌﾝ 360 分 

35 分バックアップ用のバッテリが接続されているときは、

設定値「35 分」を選択してください。「45 分」を選択して

も実際のバックアップ時間は 45 分にはなりません。 

※3

[SELECT] = ｹｯﾃｲ
[BACK] = ｷｬﾝｾﾙ 

確定

確認

ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟｼﾞｶﾝ 
>>35 ﾌﾝ 

例：バックアップ時間を「5 分」から「35 分」に変更する場合 

 バックアップ時間は記載されている手順で正しく設定してください。正しく設定されていないと、バッテリが十分に

充電されないことがあります。 

 バックアップ時間の設定値を変更すると、自動的にバッテリ情報（バッテリ寿命情報）がリセットされます。 

ご注意 
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4.2.4  バッテリ種別を設定する 

 

このバッテリボックスのバッテリ種別は「5 年（鉛バッテリ）」です。 
「5 年（鉛バッテリ）」以外に設定されている場合は、下記の手順で「5 年（鉛バッテリ）」に設定してください。 

「5 年（鉛バッテリ）」に設定されている場合は、設定を変更しないでください。 

 

①  を押して LCD 画面を表示させます。 

②  を押してホームメニューを切り換え、 
 
を表示させます。 

③  を押して確定します。 

④  または  で表示を切り換え、設定する項目を  で選択します。 

各階層で同様に操作し、「操作グループ」→「操作項目」→「設定値」へ進みます。 

⑤  または  で設定値を切り換え、設定する値を  で選択し、確認画面で再度  を押して確定します。 

⑥ 
 
を押して戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ 
 

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ 
 

1 32

ｼﾞｮｳﾀｲ ﾋｮｳｼﾞ 
 

ｹｲｿｸ ﾋｮｳｼﾞ 
 

ホームメニュー 

※1．階層を進めるときは 、階層を戻すときは
  

を押します。

 を押すと項目が進み、  を押すと戻ります。 

※2．設定値画面切り換え時に表示された値が、現在の設定値です。 

現在の設定は「> >」記号で表示されます。  

※3．変更確定後の設定値は「>>」記号（現在の設定）で表示されます。

例：バッテリ種別を「10 年鉛」から「5 年鉛」に変更する場合 

ﾅｲﾌﾞｼﾞｮｳﾎｳ 
ﾊﾞｯﾃﾘ ｼﾞｮｳﾎｳ 

UPS ｼｽﾃﾑ 
ﾅｲﾌﾞ ｼﾞｮｳﾎｳ 

ﾕﾆｯﾄ ｼﾞｮｳﾎｳ 

ｾｯﾃｲ ﾍﾝｺｳ 
 ﾊﾞｯﾃﾘｼﾞｮｳﾎｳ ﾘｾｯﾄ

UPS ｿｳｻ 
 

※1 

操作グループ 操作項目 

ﾅｲﾌﾞ ｼﾞｮｳﾎｳ 
ﾊﾞｯﾃﾘ ｼｭﾍﾞﾂ 

※1 

設定値

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ 
UPS ｼｽﾃﾑ 

ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ ｼﾞｶﾝ 

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ 
 

操作項目

ﾊﾞｯﾃﾘ ｼｭﾍﾞﾂ 
>>10 ﾈﾝ(ﾅﾏﾘﾊﾞｯﾃﾘ)

ﾊﾞｯﾃﾘｼｭﾍﾞﾂ 
5 ﾈﾝ(ﾅﾏﾘﾊﾞｯﾃﾘ) 

13 ﾈﾝ(ﾅﾏﾘﾊﾞｯﾃﾘ)

ﾘﾁｳﾑｲｵﾝ ﾊﾞｯﾃﾘ

※2

確認

[SELECT] = ｹｯﾃｲ
[BACK] = ｷｬﾝｾﾙ 

設定項目、設定値の詳細説明 

設定値 詳細 

5 ﾈﾝ(ﾅﾏﾘﾊﾞｯﾃﾘ) 5 年（鉛バッテリ） 本バッテリボックスの設定値 

10 ﾈﾝ(ﾅﾏﾘﾊﾞｯﾃﾘ) 10 年（鉛バッテリ） 

設定しないでください。 13 ﾈﾝ(ﾅﾏﾘﾊﾞｯﾃﾘ) 13 年（鉛バッテリ） 

ﾘﾁｳﾑｲｵﾝ ﾊﾞｯﾃﾘ リチウムイオンバッテリ 

 

確定

ﾊﾞｯﾃﾘｼｭﾍﾞﾂ 
>>5 ﾈﾝ(ﾅﾏﾘﾊﾞｯﾃﾘ)※3

 バッテリの種類の設定値を変更すると、自動的にバッテリ情報（バッテリ寿命情報）がリセットされます。 

 設定を変更した後は、ＵＰＳを再起動してください。再起動をしないと設定変更が有効になりません。 

ＵＰＳを停止するときは、必ず負荷機器を停止してください。 

 ＵＰＳ状態表示に「ｻｲｷﾄﾞｳ ｼﾃｸﾀﾞｻｲ」が表示されているときは、設定変更後にＵＰＳが再起動されていない状態

です。ＵＰＳを再起動してください。 

ご注意 
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注 意 

！ 

 

 

 サービス員※１以外はバッテリボックスの点検・保守をしないでください。感電、けが、やけど、発煙、発火

などのおそれがあります。 

 バッテリが接続されており、電気部品は充電されていますので絶対に手を触れないでください。感電のおそ

れがあります。 

 バッテリの清掃には、ガソリン、シンナー、ベンジンなどの有機溶剤や洗剤などを使用しないでください。

これらを付着させると電槽にひび割れをおこし漏液して、漏電や火災の原因になることがあります。 

 

 バッテリは定期的に交換してください。交換時期を過ぎたバッテリは、火災の原因になることがあります。

 点検は、バッテリボックスを完全に停止させ入力電源を遮断してから行ってください。 

感電、けが、やけどなどのおそれがあります。 

 
 清掃には、濡れた布などを使用しないでください。感電のおそれがあります。 

 
 清掃するときに、ＵＰＳの出力に掃除機を接続しないでください。発煙、発火のおそれがあります。 

 

 

 

 

 

 

日常、次の項目をチェックしてください。 

 

チェックする項目・内容 対  応 

ＵＰＳおよびバッテリボックスから異常な振動、異常な発熱、

変な音、変な臭いがしていないですか？ 

異常がある場合は、すぐに運転を停止して、購入先または当社までご連絡く

ださい。 

ＵＰＳおよびバッテリボックスの外観に傷や変形はないです

か？ 

ＵＰＳおよびバッテリボックスの内部に影響があるようなへこみなどの損

傷、変形がある場合は、購入先または当社までご連絡ください。危険ですの

で、そのままの状態で使用しないでください。 

ＵＰＳおよびバッテリボックスの周辺は適切な環境になってい

ますか？ 

使用環境は温度 0～40℃、相対湿度10～90％ です。 

設置環境が適切でないと、ＵＰＳおよびバッテリボックスが故障するおそれ

があります。設置場所がつぎのような環境の場合は、環境を改善してくださ

い。 

 直射日光があたる場所、周囲温度が+40℃を超える場合 

 通気性の悪い場所、閉切った場所、通気が妨げられる場所、 

指定された通気スペースが取れない場所 

 濡れたり、結露したりする場所、高湿度の場合 

 ストーブなどの熱源から熱を直接受ける場所 

 粉塵、腐食性ガス、塩分、可燃性ガスがある場所 

 船舶、飛行機、移動用車両の中など、その他特殊な環境 

 高い場所、不安定な場所、床の強度が不十分な場所 

 屋外 

 火花が発生する機器の近傍 

 標高 2000m を超える場所 

 振動、衝撃がある場合 

ＵＰＳおよびバッテリボックスの正面、背面に指定されたスペー

スが確保されていますか？周囲に物が積み重なっていたり、吸排

気口が障害物でふさがれていないですか？ 

周囲の指定スペースは「3.2 設置スペースを確認する」をご覧になり確認し

てください。周囲に物が積み重なっていたり、吸排気口をふさぐ障害物があ

る場合は、取り除いてください。吸排気用スペースがふさがれていると、装

置内部の温度が上昇し、発煙、発火、故障の原因となります。 

ＵＰＳおよびバッテリボックスの吸排気口、換気口にゴミ、ホコ

リがついていませんか？ 

ゴミ、ホコリがついている場合は除去してください。 

ゴミなどが内部の部品につくと故障の原因となります。 

端子台に接続されている入出力ケーブル、負荷機器の電源コード

がはさまれたり、つぶされたりしていませんか？ 

ケーブル、電源コードが破損すると感電、火災のおそれがあります。 

ものが乗っていたり、無理な力がかかっている場合は、改善してください。

バッテリは劣化していませんか？停電時に負荷機器をバック

アップできる状態になっていますか？ 定期的にバッテリバック

アップテストの結果を確認してください。 

ＵＰＳは工場出荷時には180日に１回、自動的にバッテリテスト実施する

ように設定されています。定期的にバッテリバックアップテストの結果を確

認し、判定結果により、バッテリ交換の依頼をしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ！

5．点検・保守 

電気設備施工に関する専門知識を有するサービス技術員、または当社および当社から委託された本製品の知識を有する

サービス技術員を指します。当該サービス員以外は施工・保守作業を実施しないでください。 

※１サービス員とは・・ 

バッテリの寿命は、周囲温度、放電回数など使用条件によって変動します。特に温度による影響は大きく、周囲温度が高いとバッテリ寿命は下表

のように短くなります。また、頻繁に停電が発生する環境で使用した場合、バッテリ寿命はさらに短くなります。 

 

使用温度環境 バッテリ期待寿命※ バッテリ交換時期 

25℃ 5  年 4.5年 

30℃ 3.5年 3  年 

35℃ 2.5年 2  年 

40℃ 1.7年 1.5年 

バッテリ交換時期の目安 

寿命を過ぎたバッテリを使用すると、液漏れが発生し

最悪の場合は、発煙、発火のおそれがあります。 

予防保全のためお早めに交換を依頼してください。

※ バッテリの期待寿命は保証値ではありません。 
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ＵＰＳ 
バックアップ 

時間 ※２ 

[分] 

バッテリボックス ※１ バッテリ結線 ※４

バッテリ 

合計容量 ※４

[Wh] 
型番 

（MODEL） 

ＵＰＳ 

ユニット 

台数 

型番 台数 
バッテリ

パック数※3

定格容量
（20 時間率）

[Ah] 

公称 

電圧 
[V] 

直列 並列 回路

UPSS-50X3 1 

15 BCA11N006AU0A 1 2 6 192 16 2 1 2400 

25 BCA11N006AU0A 1 4 6 192 16 3 1 3600 

35 
BCA11N006AU0A 1 4 

6 192 16 4 1 4800 
BCA11N006AU0C 1 2 

45 
BCA11N006AU0A 1 4 

6 192 16 5 1 6000 
BCA11N006AU0C 1 4 

UPSS-100X3 2 

15 BCA11N006AU0B 1 4 6 192 16 2 2 4800 

25 BCA11N006AU0A 2 8 6 192 16 3 2 7200 

35 
BCA11N006AU0A 2 8 

6 192 16 4 2 9600 
BCA11N006AU0C 2 4 

UPSS-150X3 3 15 BCA11N006AU0B 2 6 6 192 16 2 3 7200 

UPSS-200X3 4 15 BCA11N006AU0B 2 8 6 192 16 2 4 9600 

 

※１．バッテリの期待寿命は約５年（25℃）です。期待寿命は保証値ではありません。周囲温度が30℃を超える環境で使用するとバッテリ寿命が短

くなります。 

※２．ＵＰＳの出力容量が負荷力率0.8（遅れ）での時間です。 

バックアップ時間は、バッテリボックスとＵＰＳに搭載されているバッテリ容量を合計した場合の時間です。 

 

負荷力率によるUPS出力容量 

UPS 型番 負荷力率 0.8（遅れ） 

UPSS-50X3 5kVA / 4kW 

UPSS-100X3 10kVA / 8kW 

UPSS-150X3 15kVA / 12kW 

UPSS-200X3 20kVA / 16kW 

 

※３．バッテリパックの数量は、バッテリボックスに搭載される数量です。ＵＰＳに搭載されているバッテリパック数は含みません。 

   ＵＰＳユニット１台には２個のバッテリパックが搭載されます。 

※４．バッテリ結線およびバッテリ合計容量の値は、ＵＰＳに搭載されているバッテリを含みます。 

 

 

 

 

 

バッテリパック バッテリパックに搭載のバッテリ 

型番 メーカ名 型番 メーカ名 バッテリ個数 バッテリ結線 定格電圧

BPA11N006AU0M ＵＰＳソリューションズ HRL1225WF2FR CSB Energy Technology 8 8 直列 96V 

 

ＵＰＳユニットとバッテリボックスのバッテリパックの交換に必要な数量は、ＵＰＳの型番とバックアップ時間によって異なります。 

下表で確認してください。 

 

ＵＰＳ 
バックアップ時間 

[分] 

バッテリパック数 

ＵＰＳ バッテリボックス 合計 

UPSS-50X3 

15 2 2 4 
25 2 4 6 
35 2 6 8 
45 2 8 10 

UPSS-100X3 
15 4 4 8 
25 4 8 12 
35 4 12 16 

UPSS-150X3 15 6 6 12 

UPSS-200X3 15 8 8 16 

 

6．仕様 

交換用バッテリパック 

バッテリボックス 
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「バックアップ時間」と「バッテリ種別」の設定値は下表のとおりです。設定番号を確認して、設定してください。 

間違った設定でお使いになると、バッテリへの充電やバッテリ情報の表示が正しく機能しません。 

設定値を間違えてしまった場合は、初期設定完了後、メンテナンスメニューから変更することができます。 

 

(1) 設定番号の確認 

ＵＰＳ本体のモデル名、および搭載するバッテリパックの数量を確認し、該当する設定番号を確認します。 

 

ＵＰＳモデル名 
（MODEL） 

バッテリパックの数量 設定番号 

UPSS-50X3 

4 台 ① 

6 台 ② 

8 台 ③ 

10 台 ④ 

UPSS-100X3 

8 台 ① 

12 台 ② 

16 台 ③ 

UPSS-150X3 12 台 ① 

UPSS-200X3 16 台 ① 

 

 

 

(2) 設定値の確認 

確認した設定番号の「バックアップ時間」と「バッテリ種別」を設定してください。 

  ＜設定値＞ 

設定番号 バックアップ時間 バッテリの種別 備 考 

① 15 フン 5ネン 15分、5年（鉛バッテリ） 

② 25 フン 5ネン 25分、5年（鉛バッテリ） 

③ 35 フン 5ネン 35分、5年（鉛バッテリ） 

④ 45 フン 5ネン 45分、5年（鉛バッテリ） 

 

 

(3) ご注意 

 バッテリの種類の設定値を変更すると、自動的にバッテリ情報（バッテリ寿命情報）がリセットされます。 

 設定を変更した後は、ＵＰＳを再起動してください。再起動をしないと設定変更が有効になりません。 

ＵＰＳを停止するときは、必ず負荷機器を停止してください。 

 ＵＰＳ状態表示に「ｻｲｷﾄﾞｳ ｼﾃｸﾀﾞｻｲ」が表示されているときは、設定変更後にＵＰＳが再起動されていない状態です。 

ＵＰＳを再起動してください。 
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＜バッテリパック外形図＞ 

INPUT AC200/208/220/230/240V

無停電電源装置

MODEL A11N502

TYPE A11N502A0TM

PRODUCT NAME

＜ＵＰＳ本体の定格銘板＞ 

UPSS-50X3-***
************ 

ＵＰＳ本体モデル名
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